
報 告 書

日本・韓国 卓球Junior交流大会２０１８
Japan-korea Exchange Junior Joint Training Camp 201８

韓国開催

期 日：平成３０年１０月２０日（土）～２５日（木）

会 場：「浦項室内体育館」

宿 舎：［HOTEL GALAXY］

主 催：（公財）日本オリンピック委員会 （公財）日本卓球協会

主 管：大韓民国卓球協会 慶尚道卓球協会

日本開催

期 日： 平成３０年１１月５日（月）～１０日（土）

会 場：「岩国市総合体育館」

宿 舎：［岩国シティビューホテル］

主 催：（公財）日本オリンピック委員会 （公財）日本卓球協会

主 管：（公財）日本卓球協会 山口県卓球協会

（公財）全国高体連卓球専門部 山口県高体連卓球専門部
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日本・韓国  卓球Junior交流大会２０１８ 
 

Japan-korea Exchange Junior Joint Training Camp 201８ 
 

１ 目  的  日韓両国の親善と友好を一層促進するために幅広い年齢層を対象にスポーツ交流を行う。     

    Purpose  併せて、両国のより一層のスポーツ振興と選手の競技力向上を図る。 

 

２  期  日    [韓国開催]  平成３０年１０月２０日（土）～２５日（木）５泊６日（前後泊別） 

   Date      [日本開催]  平成３０年１１月 ５日（月）～１０日（土）５泊６日 

                                    

４  会  場    [韓国開催] 浦項室内体育館                     

Place      810, Huimang-daero, Nam-gu, Pohang-si, Gyeongsangbuk-do, Korea 

               [日本開催] 岩国市総合体育館 

                山口県岩国市平田1-40-1 岩国運動公園 Tel 0827-32-7411 

５  宿   舎    [韓国開催]  HOTEL GALAXY 

    Lodging           664 Duho-dong, Buk-gu, Pohang-si, Gyeongsangbuk-do，Korea. 

   Tel +82-54-251-9988 

                 [日本開催]  岩国シティビューホテル 

                 山口県岩国市麻里布町3丁目1-12 Tel 0827-22-1341 

６ 種  別   ジュニア男女 

    Age restriction  

７ 構  成  日本・韓国各スタッフ４名・選手男女各７名 開催地推薦選手男女各２名 

    Constitution    

８ 交流形態    合同合宿練習･試合形式  

    From of exchaging  

９ 審  判     審判長 水田 清（山口県卓球協会） 

 （日本開催）   審判員 １４名 

    Referee 

 

１０ 日程 （韓国開催） 

１０／１９（金）前泊者 関西エアポートワシントンホテル 17：00集合 

             〒598-8522 大阪府泉佐野市りんくう往来北1-7 

             TEL 072-461-2222 FAX 072-461-4522 

１０／２０（土）関西空港 9:00 集合・結団式 BX-123便 関空11:00発→釜山12:30着 

１０／２０（土）日本・韓国交流事業 

～ ／２４（水）※韓国卓球協会スケジュールによる 

１０／２５（木）ホテル発 

                 BX-126便 釜山11:15発→関空12:35着（関西空港 13:30 解団式・解散） 

 

１１ 日程 （日本開催） 

１１／ ５（月）宿泊ホテル 16:00 集合 

１１／ ６（火）日本・韓国交流事業 

   ～  ８（木）※日本卓球協会スケジュールによる(詳細別紙) 

１１／ ９（金）研修 

１１／１０（土）解団式・解散 10：00 
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日本名簿（韓国開催） 日本名簿（日本開催）
役職 氏名 所属 役職 氏名 所属

団　　長 蓑島　尚信 全国高体連卓球専門部 団　　長 安西弥一郎 全国高体連卓球専門部
総　　務 加藤　慎一 全国高体連卓球専門部 総　　務 小林　明史 全国高体連卓球専門部
男子監督 寺島　大祐 静岡学園 男子監督 橋津　文彦 野田学園
女子監督 岸　　昌宏 横浜隼人 女子監督 太田　康仁 武蔵野

男子選手１ 宮川　昌大 野田学園 男子選手１ 宮川　昌大 野田学園
男子選手２ 横谷　　晟 愛工大名電 男子選手２ 横谷　　晟 愛工大名電
男子選手３ 中村　光人 愛工大名電 男子選手３ 中村　光人 愛工大名電
男子選手４ 杉本　和也 希望が丘 男子選手４ 杉本　和也 希望が丘
男子選手５ 後藤　世羽 静岡学園 男子選手５ 後藤　世羽 静岡学園
男子選手６ 山本　　歩 出雲北陵 男子選手６ 山本　　歩 出雲北陵
男子選手７ 西原　聖真 大阪桐蔭 男子選手７ 西原　聖真 大阪桐蔭
女子選手１ 出雲　美空 遊学館 女子選手１ 出雲　美空 遊学館
女子選手２ 青木　優佳 横浜隼人 女子選手２ 青木　優佳 横浜隼人
女子選手３ 工藤　　夢 五所商業 女子選手３ 工藤　　夢 五所商業
女子選手４ 桑原　穂実 正智深谷 女子選手４ 桑原　穂実 正智深谷
女子選手５ 出澤　杏佳 大成女子 女子選手５ 出澤　杏佳 大成女子
女子選手６ 海保　愛美 武蔵野 女子選手６ 海保　愛美 武蔵野
女子選手７ 田村　美佳 育英 女子選手７ 田村　美佳 育英

地元男子１ 松田　歩真 野田学園
地元男子２ 浅田　賢汰 宇部工業
地元女子１ 沖胡ひとみ 岩国商業
地元女子２ 徳田　明梨 萩光塩学院

韓国名簿（韓国開催） 韓国名簿（日本開催）
職責 姓名  Name 職責 姓名  Name

団長 朴 智賢 PARK JIHYUN 団長 YANG WOO YEONG
總監督 梁 姬石 YANG HEESUK 總監督 朴 智賢 PARK JIHYUN

男子監督 張 世鎬 JANG SAEHO 男子監督 張 世鎬 JANG SAEHO
女子監督 呂 圭洞 YEO GYUDONG 女子監督 呂 圭洞 YEO GYUDONG

總務 宋 哓彤 SONG HYUDONG 総務 宋 哓彤 SONG HYUDONG

職責 姓名  Name 職責 姓名  Name

男子選手１ 南 盛斌 NAM SEONGBIN 男子選手１ 南 盛斌 NAM SEONGBIN
男子選手２ 韓 英暹 HAN YEONGSEOM 男子選手２ 韓 英暹 HAN YEONGSEOM
男子選手３ 蔡 甁旭 CHAE BYEONGUK 男子選手３ 蔡 甁旭 CHAE BYEONGUK
男子選手４ 吳 炅旼 OH GYEONGMIN 男子選手４ 吳 炅旼 OH GYEONGMIN
男子選手５ 金 紋水 KIM MUNSU 男子選手５ 金 紋水 KIM MUNSU
男子選手６  林 奎贤 LIM KYUHYUN 男子選手６ 林 奎贤 LIM KYUHYUN
男子選手７ 金 度亨 KIM DOHYEONG 男子選手７ 金 度亨 KIM DOHYEONG
女子選手１ 李 允智 LEE YUNJI 女子選手１ 李 允智 LEE YUNJI
女子選手２ 柳 是宇 YOO SIWOO 女子選手２ 柳 是宇 YOO SIWOO
女子選手３ 庭 恩松 JUNG EUNSONG 女子選手３ 庭 恩松 JUNG EUNSONG
女子選手４ 安 紹娫 AN SOYEON 女子選手４ 安 紹娫 AN SOYEON
女子選手５ 姜 殷知 KANG EUNJI 女子選手５ 姜 殷知 KANG EUNJI
女子選手６ 郑 다나 JUNG DANA 女子選手６ 郑 다나 JUNG DANA 
女子選手７ 崔 유나 CHOI YUNA 女子選手７ 崔 유나 CHOI YUNA
地元男子１ 鄭 璨熙 JUNG CHANHEE
地元男子２ 禹 衡珪 WOO HYEONGGYU
地元男子３ 金 莊原 KIM JANGWON
地元男子４ 朴 太洪 PARK TAEHONG
地元女子１ 李 彩姸 LEE CHAEYEON
地元女子２ 李 多卿 LEE DAGYEONG
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Date Time Schedule

20 Oct,2018  12:30~  20 Oct Busan12:30

(SAT)  15:00  Arrive in Hotel

 17:00  Meeting

 18:00 ~  Dinner 

 22:00 ~  Sleeping

21 Oct,2018  06:00 ~  Get up

(SUN)  06:30 ~  Warming up

 06:40 ~  Breakfast

 08:20 ~  Hotel → Training Center

 09:00 ~  Practice

 12:30 ~  Lunch

 14:30 ~  Match

 18:30 ~  Welcome Dinner

 20:00 ~  Meeting

 21:00 ~  Free time

 22:30 ~  Sleeping

22 Oct,2018  06:00 ~  Get up

(MON)  06:30 ~  Warming up

 06:50 ~  Breakfast

 12:00 ~  Hotel → Training Center

 12:30 ~  Lunch

 14:30 ~  Match

 18:00 ~  Dinner

 19:20 ~  Match

 21:00 ~  Free time

 22:30 ~  Sleeping

23 Oct,2018  06:00 ~  Get up

(TUE)  06:30 ~  Warming up

 06:40 ~  Breakfast

 08:20 ~  Hotel → Training Center

 09:00 ~  Match

 12:30 ~  Lunch

 14:30 ~  Match

 18:30 ~  Dinner

 20:00 ~  Meeting

 21:00 ~  Free time

 22:30 ~  Sleeping

24 Oct,2018  07:30 ~  Get up and Breakfast

(WED)  09:30 ~  Cultural-Sightseeing

 12:00 ~  Lunch

 13:30 ~  Cultural-Sightseeing

 18:00 ~  Dinner

 19:30 ~  Free time

 22:00 ~  Sleeping

25 Oct,2018  06:00 ~  Breakfast

(THU)  07:00~  Leave for Busan International Airport

 25 Oct Busan 11:15-Japan 12:35

Daily Programs
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大会日程/대회 일정  (日本開催/일본 개최) 

月日/세월 時間/시간            内容／내용     備考／비고 
 
 
１ 
日 
目 

 
 

 
 

11月 5日 
（月） 
(월요일) 

15:30～16:30 
16:30～17:00 
18:00～19:30 
19:30～20:00 
20:00～20:30 
20:30～22:00 
22:00 

集合 受付    집합・접수 
部屋割･日程説明･準備 방나누기・일정 설명・준비 
夕食           저녁 식사 
監督会議         감독 회의 
ミーティング   미팅 
フリータイム     프리 타임 
消灯       소등 

 
韓国チーム(한국 팀) 

仁川１４：０５発 
宇部１５：２５着 

(RS784) 
 
 

 
 
 
 
 
２ 
日 
目 
 

  

 
 

11月 6日 
（火） 

(화요일) 
 
 
 

      

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:20 
9:00～10:30 
10:30～12:00 
12:30～14:00 
14:00～17:30 
17:45 
18:00～19:30 
20:00～22:00 
22:00 

起床        기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 

ホテル出発       호텔 출발 
食 事 指 導      식사 지도 
練 習            연습 
昼食       점심 식사 
試 合         시합 
体育館出発       체육관 출발 
夕食             저녁 식사 
フリータイム     프리 타임 
消灯              소등 

 
 
 
 
※体育館ﾒｲﾝﾌﾛｱ 
체육관메인플로어 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
３ 
日 
目 
 
 

 

 
 

11月 7日 
（水） 

(수요일) 
 
 
 
 
 

 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:20 
9:00～12:00 

12:30～14:00 
14:00～17:30 
17:45 
18:00～19:30 
20:00～22:00 
22:00 

起床        기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 
ホテル出発       호텔 출발 
試 合           시합 
昼食       점심 식사 
試 合           시합 
体育館出発       체육관 출발 
夕食             저녁 식사 
フリータイム     프리 타임 
消灯              소등 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
４ 
日 
目 
 
 

 

 
 

11月 8日 
（木） 

(목요일) 
 
 
 
 
 

 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:20 
9:00～12:00 

12:30～14:00 
14:00～17:30 
17:45 
18:00～19:30 
20:00～22:00 
22:00 

起床        기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 
ホテル出発       호텔 출발 
試 合           시합 
昼食           점심 식사 
試 合           시합 
体育館出発       체육관 출발 
夕食             저녁 식사 
フリータイム     프리 타임 
消灯              소등 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
５ 
日 
目 
 
 
 
 

 
 

11月 9日 
（金） 
(금요일) 

 
 
 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:30 

10:00～12:00 
13:00～14:00 
14:00～15:30 
17:30 
18:00～19:30 
20:00～22:00 
22:00 

起床             기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 
ホテル出発       호텔 출발 
研修             연수 
昼食       점심 식사 
研修             연수 
ホテル帰着       호텔 귀착 
夕食             저녁 식사 
フリータイム     프리 타임 
消灯              소등 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
６ 
日 
目 

 
 

11月10日 
（土） 

(토요일) 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
9:00 
9:00～10:30 

起床             소등 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食       아침 식사 
韓国選手 出発   한국 선수 출발 
反省会、閉会式   반성회 폐회식 
解散             해산 

 
韓国チーム(한국 팀) 

宇部１６：４０発 
仁川１８：１０着 

(RS783) 
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第２２回 日本・韓国卓球ジュニア交流事業 2018（韓国開催）に参加して

韓国開催 団長 全国高体連卓球専門部 蓑島 尚信

日本・韓国がワールドカップサッカー大会共催記念行事として，1997 年から始まり今回で 22 回目を迎
えた交流合宿に団長として参加させていただきました。この機会を与えていただきました関係各位に感謝申

し上げます。

会場は釜山空港からバスで１時間半の浦項市にある海に面した浦項室内体育館でした。日本より若干緯度

が高いこともあってか，朝晩の気温は１０度以下で，日中でも体育館内は寒く感じました。韓国チーム団長

の朴知賢さんは世界ユースに参戦中で，交流戦の３日目にお見えになりましたが，他の韓国チームスタッフ

の手厚い対応により，交流戦は順調に運営されました。交流戦の内容は韓国チームの要望で試合中心の内容

となり，総当たりのリーグ戦を２回，団体戦を３回行いました。日本選手団は男女ともに勝率は高かったよ

うです。試合を見て特に感じたのは，日本女子選手の異質攻撃に韓国選手が対応できていなかったことです。

韓国には異質選手が少ないと韓国スタッフは言っていました。しかし，同じ選手と試合を重ねていくうちに

慣れられ競った試合になっていましたので，戦術変更力の必要性を感じました。その他のコメントは男女監

督より報告されると思います。

今回も大韓航空 Kil, Seung Young 様をはじめ，韓国スタッフ・浦項市卓球協会・浦項市体育会の皆様の
ご協力を得て交流会が開催できたことに感謝申し上げます。韓国と日本の卓球技術交流により，両国の卓球

が世界のトップに立てる日が来ることを願っています。また，両国の文化交流もより深めていけたらと願っ

ています。

最後に本交流会を開催するにあたりご支援いただきましたすべての皆様方に感謝申し上げ，報告とさせて

いただきます。

韓国開催 総務 全国高体連卓球専門部 加藤 慎一

平成 30年 10月 20日～ 25日に韓国・浦項（ポハン）市において日韓ジュニア大会があり，全国高体連卓
球専門部理事の加藤は，今回日本代表の総務として参加しました。

10 月 21 日～ 23 日は総当たりのリーグ戦を 2 回通りと，団体戦を 3 回行いました。最初は日本が結構押
していましたが，だんだんと研究され，相手が慣れてくると得意なサーブが効かなくなり，相手のパワーが

勝り，競り負ける試合も多くなってきました。団体戦は各チームが分かれて応援しながらの本当の日韓戦が

行われました。選手は元々違う高校から集まっていますが，日本代表の名の下に，チームジャパンで試合す

ることができました。また，地元の浦項の卓球愛好家の選手と練習をする時間もあり，これには加藤も参加

しました。同じぐらいのレベル・年齢の選手と楽しく卓球することができました。

試合を行い，寝食を共にすると，最初は接点のなかった選手達はだんだんとコミュニケーションをとるよ

うになりました。同じ高校生なのですが，それぞれの母国語は全くわかりません。しかし，日本のアニメや

韓国の音楽など共通の話題も多く，英語で楽しく会話していました。

そして韓国選手は我々に「こんにちは」「ありがとう」「おつかれさまです」など挨拶をするようになって

きました。日本選手も「カムサハムニダ」「アニョハセヨ」など挨拶をしていきます。お互いの言葉でコミュ

ニケーションをとることは本当に大事なことだと思いました。

10 月 24 日は研修が行われ，浦項市の隣の市である慶州（キョンジュ）市に行きました。ここには世界遺
産の仏国寺があり，非常にたくさんの観光客が来ていました。午後からは慶州ワールドという遊園地で３時
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間ほど遊びました。日本選手３～４人と韓国選手４～３人で４つのグループを作りグループで行動し，楽し

い時間を過ごしました。10 月 25 日の朝７時にはホテルを出発しました。朝早くなのに韓国選手団の見送り
と差し入れをいただき，次の日本開催での再会を約束しました。釜山から関空に戻り，解団式をして解散し

ました。非常にいい経験ができた６日間でした。

今回大事だと思ったことは，「言葉が分からなくても積極的にコミュニケーションをとり，話をして，相手

の身振り手振りで理解しようとする。」ことです。ハングルで色々な文字が書かれているのは全くわかりませ

んが，発せられる言葉はわかる単語もあり，相手を分かろうとする事で会話ができると思いました。そして，

友情を深めていき，さらにその経験を自分たちのチームへ持ち帰ってもらいたいと思います。

韓国開催 男子監督 静岡学園 寺島 大祐

今回，韓国・浦項市で行われた日韓ジュニアの派遣に際しまして，ご尽力いただいた日本オリンピック委

員会，日本卓球協会，そして全国高体連卓球専門部の方々，また，韓国卓球協会，浦項市卓球協会の方々に

感謝申し上げます。

日本代表の男子監督をさせていただく中で，日本の高校生のためにできる限りのこと伝え，また自分自身

も成長できるように勉強させていただこうと考えて臨ませていただきました。

まず，卓球面で交流を通じて感じたことは，韓国選手は身長が高く，手足も長く，体格が良い選手が多く，

一球一球のボールの質が高いということです。そのため中・後陣でのプレーに強い選手が多く，日本選手は

粘られて決定打が打ちきれないことや，焦ってミスが出たり，後ろから一気に引き返されたりする場面も度

々見られました。また，ハーフロングボールの処理がうまく，日本選手のストップレシーブやサービスの２

バウンド目が台から出てしまうと高い打球点で台の中で前に振ってくるため，決定打になりやすく，攻めさ

せてはいけないというプレッシャーを強く感じました。

しかし，日本選手は，サービス・レシーブのバリエーションや技術力，ストップの精度で上回ることが多

く，台上から先に攻めていき，台の近くでストレートやミドル攻撃を仕掛けチャンスを作り，連続で攻める

と得点につながったり，韓国選手が後ろに下がっていき，そこから無理に打ってきてミスをするケースが多

く見られました。また，韓国選手は練習前後ではリラックスした自由な雰囲気もあるせいか，遊びの要素も

練習の中であるため，カーブドライブや横から入れるプレーなど感覚が良かったり，戦術変更もアイデアが

あるように感じました。逆に精神的には少し諦めたり，集中力が切れてしまうことが多く，日本選手が粘り

強く戦うことによって逆転勝ちが多く見られました。

前回２年前に滋賀での日本開催の日韓ジュニアに監督として行かせていただいた際も韓国選手のフィジカ

ルやパワーへの印象とその点が日本選手の課題と感じましたが，今回も同じ要素と，少しでもチャンスボー

ルがあったら決めに来る韓国選手と少しつないでしまう日本選手の違いが見られ，質の高いボールを早い段

階から繰り出して，チャンスを作り，得点を狙いにいく意識というものが必要であると感じました。

また，日韓交流事業を通じて，韓国卓球協会は本事業に対して人員的にも，予算的にも，最大限の配慮を

いただき，食事に関しても味や量も大変満足いくものを提供してくださり，おもてなしの気持ちの高さと質

を感じました。日本ではよく「おもてなし」という言葉があり，そのレベルが高いという自負は持っていま

したが，今回のこの待遇を受けてみるとまだまだ私たちはより高いレベルでのお返しやホスト国としての対

応が必要であると実感しました。

韓国は隣国でありながら今まで行ったことがなく，文字がハングルのため言語としてもあまり馴染みがな

く，最初の方はうまくコミュニケーションを図ることができなかったり，心理的な壁を感じたりしました。
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しかし，最初通訳を通じてのコミュニケーションだったものが，最終日に近づくにつれ，食事を通じたり，

いろいろな触れ合いの中で，簡単ながらボディランゲージを含めて直接やりとりができるようになり，一気

に距離が近づき，日本人と同じように考えていることがあったり，違う考え方や文化を知ることができ，ま

た韓国との交流を深めてみたいと思うようになりました。

改めまして，このような機会を作っていただいた全ての方々に感謝するとともに，応援してくれる方々や

関係する方々のためにもこの経験を発揮し，母体ではもちろんのこと，日本の成長や卓球の発展に少しでも

貢献できるように努力していきたいと思います。

韓国開催 女子監督 横浜隼人 岸 昌宏

このたびの日韓ジュニア交流事業韓国開催に参加させていただきいただき，ありがとうございました。蓑

島先生には団長として統括，加藤先生には総務という立場で環境づくりといった適所に動いていただきまし

た。さらに，寺島先生には男子チームだけなく，細かいフォローをしていただきました。このようにチーム

全体が機能していたからこそ，無事に事業が終えたのだと思います。その他，今回の事業に関係してくださ

ったすべての皆様に深くお礼申し上げます。

さて，今回の最初のミーティングでポイントを私なりにまとめ，日本選手に伝えました。

① 日本代表である自覚と責任ある言動

② 日本と韓国の代表選手が交流することの意味

③ 卓球選手として成長して母体にもどる

以上のようなポイントを軸として選手に接しながら事業をすすめました。試合について，日本選手はサー

ブレシーブといったラリーになる前の技術とタイミングの速さが目立ち，韓国選手は，安定したフィジカル

の強さと基本技術のレベルの高さを感じました。韓国選手の回転量のある球質や決定打，スムーズな両ハン

ドなどは日本選手も見習うべきだと思います。両国選手の特徴がみられる中，日本選手は課題意識をもって

１試合ずつ確認しながらすすめました。各選手とも課題を明確にしたことは，新しい課題発見にもつながっ

たと思います。

また，韓国滞在中は，韓国チームの Parkジュニアヘッドコーチをはじめ，スタッフや通訳の Choi氏も常
に日本チームを考え，動いていただいたことにより，卓球の技術向上だけでない交流も充実したものになり

ました。そんな中，２０１０年の日韓ジュニア交流事業で出会った Ryu 氏と再会することができました。今
回，彼が指導している選手が韓国代表として参加していたこともあり，じっくり話をすることができました。

彼と話をすることで，あらためてこの事業の意味を勉強させてもらいました。

この事業は，２００２年ワールドカップサッカー共催行事として開催され，卓球の競技力向上だけでなく，

日韓両国の友情を深める意味があります。今，朝鮮半島では目まぐるしく状況が変化しており，世界が注目

しています。このような時期に行える日韓ジュニア交流事業には大きな意味があると思います。未来をつく

っていくのは今のジュニア世代です。以前，私とともにこの事業に参加した日本選手は，現在トップ選手と

して活躍していますし，今回参加した両国選手たちがこれからの日韓卓球界を背負うことになると思います。

私たち指導者の仕事は未来をつなげていくことだと思います。

最後に，２０１０年の報告書にも書かせてもらった Ryu 氏の言葉である「卓球の技術だけでなく，国を代
表する誇りと多くの方に支えられている感謝の気持ちも育てることが私たちの仕事だ。だからこそ，私たち

の仕事は愛情を注ぐことだ。」を再確認し，私自身も成長していきたいと思います。
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第２２回 日本・韓国卓球ジュニア交流事業 2018（韓国開催）に参加して

日本開催 団長 全国高体連卓球専門部 安西 弥一郎

日韓競技力向上スポーツ交流事として，第２２回目を迎えた日本・韓国ジュニア卓球交流大会日本開催

（１１月５日～１１月１０日）が，山口県岩国市の岩国市総合体育館で開催されました。

韓国からは，昨年に続き，YANG, Woo Young団長，監督の PARK, Jihyun氏 ，コーチの Jang Seo氏
Ho，YEO Gyudong氏２名と昨年度参加した SONG, Hyodong氏，男女各７名の選手が参加し，６日間の

日程で栄養指導，合同練習，リーグ戦２回，団体戦１試合，最終日には，広島県の宮島見学，ショッピング

等で交流を深める事ができました。

開催には，山口県高体連卓球専門部の先生方や山口県卓球協会の方々の綿密な準備をしていただき，順調

にスケジュールを消化でき，韓国団長，監督から感謝の言葉を頂きました。

リーグ戦は，男女とも日本の勝率が良かったですが，内容としては，接戦の試合が多く，緊張感あふれる

試合ができました。団体戦では，女子は８勝１敗，男子は５勝４敗で韓国チームに勝利しましたが，昨年よ

り監督になりました PARK, Jihyun氏の選手に対する技術指導，試合に取り組む姿勢，ミーティング等多く
のことを学ぶことができました。

交流会に参加した選手は，今年度インターハイの上位選手で，技術だけではなく，最後まで諦めない素晴

らしいプレーをして頂き，各校での練習や先生方のご指導の素晴らしさを感じることができました。

選手はこの経験を生かし，お互いに切磋琢磨して今後の日本卓球を支える選手に成長することを切望すると

もに今後の一層の精進を期待します。

終わりに，本交流会を開催するにあたり（公財）スポーツ協会，大韓体育会，（公財）日本オリンピック協

会，（公財）日本卓球協会，山口県卓球協会，山口県高体連卓球専門部，運営していただきました地元高校生

のご協力，ご支援に対し厚く感謝申しあげます。

日本開催 総務 全国高体連卓球専門部 小林 明史

第２２回日韓スポーツ交流事業卓球交流大会の日本開催に総務として参加させていただきました。総務と

いう仕事内容が分からず，手探りで準備を進めてまいりました。また，開催県ということで，試合と交流の

両面での環境作りを考えました。試合会場は競技領域も広く，照明も明るく，素晴らしい環境で交流試合を

おこなうことができました。

初日には昨年と同様に「栄養指導」がおこなわれました。地元高校生が通訳として参加し，韓国選手と日

本選手との交流に一役買い，グループワークでの意見交換が大いに盛り上がりました。

研修では，世界遺産に登録されている「宮島・厳島神社」を散策し，昼食は広島市内のお好み村で美味し

いお好み焼きを食べながら交流を深めました。この交流の経験を生かし国際感覚の豊かな人間に成長してほ

しいと願います。

最後になりますが，（公財）日本卓球協会，山口県卓球協会，山口県高体連卓球専門部のご協力，ご支援に

対し感謝申し上げます。
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日本開催 男子監督 野田学園 橋津 文彦

この度，日本・韓国ジュニア交流大会が地元，山口県岩国市で開催され男子監督をさせて頂きました。こ

の事業に参加させて頂くことは 3度目となり多くのことを学ばせて頂きました。
韓国開催の時と同様に，2 回の総当りリーグと団体戦形式のゲーム練習を行いました。韓国開催の時より

も勝率が上がっている選手が多く，前回の対戦映像を研究し，技術の修正や負けた選手への対策や戦術等の

準備がしっかりとできている選手が多くいました。

ここ数年で日本のジュニア選手の技術力は急速に，そして拡散的にレベルアップしてきています。その要

因のひとつにはＳＮＳ等による情報の高度化が挙げられます。世界のトップ選手の映像や，様々な技術指導

等を選手自身のスマートフォンで簡単に入手することができるようにもなりました。

実際に，日本のトップレベルの高校生と世界トップレベルの中国人選手のプレーを見比べても，パワーや

精度こそ違いますが大きな差は感じられなくなりました。そして，その情報を正しく見分け，適切に判断し

利用する能力を身につけなければならないと最近は強く感じています。

それぞれの選手の母体チームでも指導されていると思いますが，期間中のスマートフォンの使用マナーや

ＳＮＳとの付き合い方についてもミーティングを行いました。

今回の交流大会にあたり，運営・準備をおこなって頂きました関係者の皆様に大変，感謝申し上げます。

細やかな所まで配慮して頂き，本当に有難うございました。私自身もこの経験を活かし，日本を代表し世界

へ挑戦する選手の育成を目指し，日々努力していきたいと思います。

日本開催 女子監督 武蔵野 太田 康仁

11月 5日から 10日まで日韓交流大会，日本開催が山口県岩国市で行われた。
試合結果は 1回目のリーグ戦が 47勝 16敗，2回目のリーグ戦が 47勝 16敗と大きく勝ち越す事が出来た。
日本開催という事で地元から 2 名の選手が参加した。最初は戸惑いを見せたが徐々に雰囲気にも慣れ，後

半は韓国選手と互角の戦いを見せた。

韓国選手の卓球スタイルは以前と変わりなくフットワークを使い身体全体でボールを打っているためボー

ルに威力がある。それに対して日本選手は異質ラバーの変化で得点するケースが多く今は勝てていても今後

の伸びが期待できるかどうか危惧するところである。

日本選手の課題としてはジュニアの時期にもっと下半身を鍛え，フットワーク力を強化することが大切だ

と考える。小細工で点を取っても基本的なフットワークやパワーをつけて行かないと将来伸びる事は難しく

なると思う。

日韓交流大会に参加した選手達は今回の経験を生かし今後の活躍を期待したい。また私も今後の指導に役

立てると共に多くの指導者に今回の経験を伝えて行きたいと思う。

最後に大会に御尽力頂きました関係者の方や地元スタッフの方に心より御礼申し上げます。
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第２２回 日本・韓国卓球ジュニア交流事業２０１８（韓国開催）に参加して

野田学園 宮川 昌大

今回日韓ジュニア交流合宿に参加させていただきありがとうございます。今回，韓国選手と試合をして感

じたことは，まず，韓国選手とパワーで勝負すると勝てないということです。パワーでは勝てないのでプレ

ーの速さで勝負することを心がけました。それに，今回同じ選手と２回や３回試合をしてサーブが効かなく

なったり，自分の苦手なところを狙われてしまって１回目３ー０で勝った選手にも２回目は競ってしまうこ

とがありました。もっと試合の中で悪いパターンになった時，自分で考えて戦術を変えたり，逆に相手の苦

手な所を見つけて攻めることができるようにしていきたいです。また，今回は普段あまり受けることのでき

ないボールを打つことができ，回転量の多さやボールのスピードなどが日本の選手と違うと感じました。そ

のようなボールやいろいろなボールに対処できるようにもっと対応力を付けていきたいです。今回うまくい

かなかったことを日本開催までに克服し，全勝できるようにしたいです。

愛工大名電 横谷 晟

今回，韓国卓球ジュニア交流合宿に参加させていただき，普段とは違う環境での合宿で，大変自分にとっ

て成長につながる経験になりました。韓国人選手はパワーが非常にあって先に攻めさせてしまうと苦しい展

開になってしまうと思ったため，自分から先に攻めることを一番に考え，攻められた時は厳しいコースへ質

の高いボールを返すことを意識して試合しました。そのためには台上での細かいプレーが大事になったため，

最初の練習で調整してから臨みました。初戦から比べるとかなり成長したと思いますが，大事な場面で力が

入ってしまう時があるため，更に練習して日本開催に臨みたいです。今大会は勝負所でのサーブ三球目，レ

シーブ四球目が上手くでき，勝つことができて自信になったためこの感覚を忘れず強化していきたいです。

メンタル面でも最後まで諦めない気持ちを持って逆転で勝てた試合もあったため，最後までその気持ちを持

ち続けたいです。日本開催でも全勝できるようにしっかり調整していきたいです。

愛工大名電 中村 光人

今回の日韓交流合宿は，普段海外に行って練習や試合をすることがない私にとって非常に良い機会なため，

このチャンスを無駄にしないように全力でやろうと思っていました。日本の代表として合宿に参加するため，

いつも以上に勝ちにこだわってしまい，練習中に大切にしている体が崩れないことや力を抜くことができず，

負けが続いてから気づきました。これからも勝ちたいと思う試合が続くため，そのときに今回のこの反省を

思い出したいです。韓国の選手は，日本の選手よりも一歩後ろでプレーしています。表ソフトラバーの私は

ラリーが多くなって最後には力負けをしていたため，緩急を出すことと台上でのプレーを意識しました。韓

国の選手に勝つためにも細かい技術のレベルアップが必要だと感じました。また，怪我をしていてあまり動

けず，情けない試合が多かったため，１１月の山口開催の合宿では怪我と課題を克服して全勝します。美味

しい料理を食べさせてくれた韓国の方々，派遣して下さった日本の方々ありがとうございました。

希望が丘 杉本 和也

今回は日韓交流合宿に参加させていただいてありがとうございます。卓球面では，韓国の選手は日本人選

手よりも下がってプレーをしていてラリーが強いです。そのため，私はラリーで勝てないと思ったので，台
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上から崩すことと，ストレート攻撃で先手を取ることを意識して試合をしました。また，レシーブを工夫し

て，ストップを主としていろいろなレシーブをするように心掛けました。１回目勝った相手に２回目は対策

されて多くゲームを取られてしまいましたが，１回目負けた相手に対して私なりの考えで，相手の弱点を見

つけることができ，３ー０で勝つことができたので良かったです。１試合ずつ声を出せていたし，足も動い

ていて良いボールも打つことができたので，今回の経験を無駄にしないように日頃から１球１球集中して練

習に取り組んでいきたいです。また，この交流合宿をするために準備をされてきた方々には感謝の気持ちで

いっぱいです。ありがとうございます。

静岡学園 後藤 世羽

今回の日韓ジュニア交流合宿に連れて行ってくださり，ありがとうございます。私にとって国際大会に出

るのが初めてなため，非常に良い経験になりました。韓国選手と試合をやらせてもらっていろいろな課題が

見つかりました。ストップなどの細かいところのミスだったり，重心が高かったり，打った後に見てしまっ

ていたので，その部分を直していきたいです。また，韓国選手はパワーが非常にあり，競った場面でも思い

きって攻めてきたり，わざと台から出してドライブさせてカウンターを狙ったりするプレーが多かったです。

しかし，ストップなどがあまりうまくなかったです。韓国選手の良いところを見習って自分に取り入れてい

きたいです。また，今回の合宿では，負け越してしまって悔しい思いをしました。日本開催のときは勝ち越

せるように残り２週間で今回見つかった課題をできるだけ克服し，これからの練習を頑張っていきたいです。

出雲北陵 山本 歩

１０月２０日からの一週間，日韓ジュニア交流合宿に参加してたくさんの経験をすることができました。

私は普段海外の選手と練習や試合をすることがないため，非常に貴重な合宿になったと思います。私はこの

合宿で学んだことが２つあります。１つ目は台との距離です。韓国の選手は非常にスピードや回転のあるボ

ールを打ってきて自分が後ろに下がってしまうことが多かったです。しかし，下がらずに前でカウンターな

どをしたら相手が後ろに下がってくれて，有利な展開になりました。２つ目はコース取りです。自分はラリ

ーになってしまうとクロスに打ってしまうことが多く，相手に待たれることが多かったため，ストレートや

ミドルを打つように意識していきたいです。この合宿で学んだことを日々の練習で意識して強くなれるよう

に頑張りたいです。

大阪桐蔭 西原 聖真

まず初めに日本代表として日韓ジュニアに参加させ下さりありがとうございます。私は合宿の直前に韓国

に行くことが決まりました。日本代表として海外に行くのは人生で初めての経験のため，最初はとても不安

で緊張していましたが，仲間，監督やスタッフの皆様が優しく接してくれてだんだん緊張が溶けてきました。

自分の今の卓球のレベルがどれくらいなのか，また韓国の選手に通じるのか非常に楽しみでした。試合をし

てみると韓国の選手はカウンターが非常に上手く，打たされるケースが多かったです。最初の４試合をすべ

てゲームオールで負けてしまい，非常に悔しかったですが，なんとか切り換えてそこから４連勝することが

できました。自分は勝つことよりも最後まで自分のやるべきことを実行することを意識してできました。そ

のおかげで逆転勝ちすることが多々あり良かったです。日本開催ではさらに日本代表としての自覚を持ち，

全勝する気持ちで試合に挑みたいです。
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遊学館高校 出雲 美空

この度は日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させていただき，ありがとうございました。この合宿を通して

たくさんのことを学ばせてもらいました。一つ目は，韓国人選手と日本人選手の違いです。韓国人選手の強

みは全体的にみるとラリーです。しかし，日本人選手はサーブが効くなど大きい展開というよりは，その前

に仕掛けて点数をとることが多いと思います。これは，日本人選手の強みではありますが，逆に弱みでもあ

ると感じました。昨年，韓国開催では全勝の人が多かったのですが，日本開催では負けてしまう人がとても

増えました。昨年は，それが何故なのかわからなかったのですが，今回の合宿で気づくことができました。

サーブなどは，対策などをされてしまった場合，効かなくなってしまうことが多く，そうなるとラリーにな

ります。ラリーになると韓国人選手のほうが上です。日本開催にむけて少しでもラリーができるように練習

をしていきたいと思っています。二つ目は，レシーブについてです。岸先生にアドバイスしていただいたこ

とをこれから試合でいかしていけるように練習したいと思いました。本当にありがとうございました。

横浜隼人 青木 優佳

今回，日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させていただき，ありがとうございました。この合宿でいろいろ

な経験をさせていただきました。韓国選手と練習や試合をさせていただきましたが，韓国選手はボールに回

転がかかっていて，質も高く，ミスが少ないため，サーブレシーブで終わるのではなく，ほとんどがラリー

になります。ラリー戦になると韓国選手のほうが上で，ほとんど勝てませんでしたが，サーブレシーブは日

本選手のほうが上だったので，試合の展開をつくることができました。しかし，第２ラウンド以降は全くサ

ーブが効かず，慣れられてしまいました。そのため，負ける試合が多くなってしまいました。次の日本開催

の時はこの反省を活かし，岸先生に教えていただいたサーブレシーブの組み立て方を工夫して勝てるように

したいです。また，韓国選手の良いところを吸収し，自分のものにできるよう頑張りたいです。今回，韓国

選手と試合をさせていただいたり，とてもよい環境で卓球をさせてもらったりしたことに感謝しています。

今回，お世話になったすべての方に感謝申し上げます。

五所商業 工藤 夢

この度は，日韓ジュニア交流合宿韓国開催に参加させていただき，ありがとうございました。とても貴重

な経験をさせていただきました。まず，初日は韓国選手と試合をし，地域の方々と一緒に練習をしました。

試合では，今の自分の課題を試合前に女子監督の岸先生に伝え，課題を中心にアドバイスをいただきながら

試合をしました。的確なアドバイスをいただいたおかげで，自分の課題を明確に知ることができ，自分自身

で課題を克服する工夫ができたため，結果として得点につながりました。最終日には２台進行で団体戦をし，

良い緊張感を持ちながら試合をすることができて，とても良い経験となりました。日本開催では，ほとんど

同じ顔合わせになることが予想されるため，今回効いた技術を日本開催でも効果的に使えるよう，しっかり

考えて試合に臨みたいと思います。また，今回の経験を母体へ帰ってチームメイトに教えたいと思います。

約５日間，携わってくれた皆様，本当にありがとうございました。

正智深谷 桑原 穂実

まず初めに，日韓ジュニア交流合宿に参加させていただき，ありがとうございました。この交流合宿で，

たくさんのことを学ぶことができました。韓国選手のピッチはあまり速くありませんが，少し台から下がっ

て打ってくるので，ボールが重く，とても回転がかかっていました。私は，韓国選手とは違って，台の近く
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でプレイをするため，ピッチでは韓国選手に勝てるのですが，回転では勝つことができませんでした。ピッ

チの速い卓球だけではなく，韓国選手のようなタイミングで１本１本重いボールを打ち返す卓球も取り入れ

ようと思いました。他にもラリーでのミスが少ないことや，両ハンドを均等に振ることができることなど韓

国選手からたくさんのことを学びました。今回の日韓ジュニア交流合宿に参加させていただいて学んだこと

や，アドバイスなどを忘れず，これからの課題に取り組み，強くなれるように頑張りたいと思います。

大成女子 出澤 杏佳

この度は，日韓ジュニア交流合宿に参加させていただき，ありがとうございました。初めての海外という

こともあり，生活面が心配でしたが，韓国と日本では違う部分が少なかったので，すぐに慣れることができ

ました。試合では，第１ラウンドは相手が自分のボールに合わなかったので勝つことができましたが，第２

ラウンド以降になると慣れられてしまい，競り合いになったり，負けたりすることがありました。相手に慣

れられたときの対応の仕方や体勢を崩さないようにすることなどたくさんの課題が見つかりました。日本開

催のときは，見つけた課題をしっかり克服して全勝を目指して頑張りたいです。また，競り合いになってい

るときこそ落ち着いて，きちんと声を出していきたいです。さらに，応援の時も自分はまだまだ声が小さい

ので積極的に声を出していきたいです。韓国開催で経験して学んだことを意識して，日本開催やこれからあ

る試合に活かしていきたいです。本当にありがとうございました。

武蔵野 海保 愛美

この度は，日韓ジュニア交流合宿に参加させていただき，ありがとうございました。この交流合宿を通し

て，たくさんの事を学ぶことをさせていただきました。韓国の選手は日本の選手とは違って，威力やボール

の質が高いため，自分にとってはとても良い経験となりました。また，試合中などには，技術面だけでなく，

サーブやレシーブに入るまでの間の取り方を岸先生にアドバイスしていただきました。普段は，監督の先生

がアドバイスやタイムを取ってくださるので，今後は教えていただいたように，自分でタイムを取ったり，

間の取り方を上手く工夫してプレイできるようにしたいです。また，今回の経験を活かし母体へ帰って自分

の課題や改善点を克服できるように頑張りたいです。次の日本開催では，今回経験させていただいた事を活

かし，全勝できるように頑張ります。最後になりましたが，約５日間いろいろな場面で支えてくださった皆

様，本当にありがとうございました。

育英 田村 美佳

この度は，日韓ジュニア交流合宿に参加し，多くの経験をさせていただき，ありがとうございました。初

めての海外選手との試合だったので，なかなかボールに慣れることが難しく，相手のボールを返すことで精

一杯で，自分のプレイをすることが難しかったです。しかし，成長できたと思える部分も見つけることがで

きました。一つ目は，ドライブのコース取りです。普段は，試合で焦ったり，浮いてきたりしたボールをク

ロスに打ってしまうことがあります。しかし，今回の試合では，相手に慣れられてしまうことが多く，点を

とられることがありました。そこで，岸監督のアドバイスで，相手のミスを誘えたり，打ち抜けたりなどを

意識してコースを打ち分けるということができるようになりました。二つ目は，打つだけが卓球ではないと

いうことに気づいたことです。自分が攻めているだけでは勝てません。相手を利用したり，ミスを誘ったり

することも大事だと感じました。この経験を活かして実力をつけ，日本開催や全日本などで良い結果をだせ

るようにしたいです。
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第２２回 日本・韓国卓球ジュニア交流事業 2018（日本開催）に参加して

野田学園 宮川昌大

今回，日韓ジュニア交流合宿に参加させて頂きありがとうございました。今回の韓国選手との試合では，

サーブレシーブがあまり通用せず，ラリーになることがとても多かったです。そのため，今回はラリーにな

るとできるだけ相手より前でプレーすることを心がけてプレーしました。以前よりはノータッチを取ること

が多くなりましたが，まだミスも多いのでもっともっと練習から意識していきたいです。それに韓国選手は

台上がとてもうまくていろんなことをしてきました。逆に自分はそういった細かいところですごくミスをし

てしまっていたのでもっと台上でいろいろなことができるようにしていきたいです。今回の合宿では栄養指

導もあり，食生活に関してもまだ意識が低い部分があると思いました。もっと食事の面でも日ごろから注意

して体をもっと強くしていけるようにしたいです。今回の経験を生かして今後，大きな大会で結果を残して

いけるように努力していきたいです。

愛工大名電 横谷 晟

この度は日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させて頂きありがとうございました。韓国開催では全勝でした

が，日本開催では一敗してしまいました。自分自身の目標は両国開催ともに全勝することでしたが一敗して

しまい，あと一歩のところで勝てないところが自分の弱さだと感じたので，もっと一球一球を大事にプレー

しようと思いました。韓国選手も自分の特徴がわかっていて，自分の弱い部分を狙われることが多くなる中

で勝ち続ける事はとても難しいことでしたが，前回とは違う部分で得点していきました。フォア前を狙われ

ることが多くて自分から攻めることができなかったのですが，しっかり前に入って攻めることができました。

前回より確実に良くなっているのですが，メンタル面での弱さが出てしまったと思いました。自分の気持ち

に波が出ないように試合の中で自分自身をコントロールして，良い状態のメンタルが保てるようにしていき

ます。母体でもメンタル面を強化していきます。

愛工大名電 中村 光人

この度は，日韓ジュニア交流合宿に参加させて頂き，ありがとうございました。韓国開催では，５敗と多

く負けてしまい悔しい思いをしたため，韓国開催が終わってから約 2 週間，見つかった課題に取り組んでき
ました。その成果が大事なところで発揮され，韓国開催では負けた選手にも勝つことができ，結果的には１

敗してしまいましたが，自信になりました。何度も強い選手と試合をさせて頂いたことで，勝負強さや我慢

強さなど試合で大切なものが身に付いたと感じています。とてもいい経験になりました。また今回は栄養指

導もあり，遠征先での食事面など今まで考えてこなかったことを教えてもらえたので，これからは意識して

変えていきたいです。日本開催では，練習中のボール拾いから，審判，雑巾の準備まで山口県の高校生の方

々がやってくださりました。本当にありがとうございました。日韓交流合宿は，今までの卓球人生の中でも

楽しく刺激的な時間となりました，またこのような大会にこれるよう，もっと頑張っていきたいです。

希望が丘 杉本和也

今回，日韓ジュニア交流合宿に参加させていただきありがとうございました。今回の日本開催では自分の

サーブがきかず，自分から攻めることがなかなかできなかったです。その為，ラリーになることが多かった

ので，ラリーでのコースをストレートやミドルを狙って韓国選手にカウンターをされないようにしました。

自分のレシーブは，ストップを中心にしていたのですが，ストップに対しての３球目が韓国選手が上手く，

途中からはチキータやツッツキなど，長いレシーブからの展開にしてカウンターを狙いました。そうすると

韓国選手はミスが多くなり，自分も試合がしやすくなったので良かったです。また，今回は栄養指導があっ

たので，日頃からからあまり気にしてない食生活を見直すことができました。今回日韓交流合宿を開催する

にあたって準備してくれた方々に感謝したいです。ありがとうございます。

静岡学園 後藤世羽

今回の日本開催に参加させていただきありがとうございます。前回の韓国開催では，負け越してしまって

悔しい思いをしましたが，今回の日本開催では勝ち越せたので良かったです。韓国選手はパワーが非常にあ
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り，カウンターがうまいため，今回は細かいところやコースを意識して試合をしました。コースはストレー

トを狙うようにして大事なところではミドルを狙うようにしました。また，この日本開催を通して課題もた

くさん見つかりました。フォアにとばされたボールや，とんでこないボールに対してのミスがとても多かっ

たこと，打ったあと見ていて足が止まり，連打ができてなかったところです。また，今回栄養指導も受けさ

せて頂きありがとうございます。自分は，あまり栄養指導を受けたことなかったので食事への意識が低かっ

たのですが，今回の栄養指導を受けて食事の大切さを知りました。遠征等にいっても栄養を考えて食事をと

っていきたいと思います。

出雲北陵 山本 歩

今回の日韓卓球ジュニア交流合宿に参加して，感じた事が沢山あり自分の課題などが良く分かって，自分

にとってとても良い経験をすることが出来ました。試合をして，韓国開催の時は勝ったけど，今回は１回も

勝てない選手が多かったです。韓国人選手は戦術を変更する事がとても上手だと感じました。また韓国人選

手は打ち合いが強くラリーになったら得点するのが厳しく，それ以外の所で勝負しないといけませんでした。

そうすると，台上の技術やサーブの組み立てなどの技術が大切になってくるので，そこが中途半端になって

しまうと，攻め込まれて失点してしまう為，台上の技術の質をこれからしっかり高めていこうと思いました。

今回，このような合宿に参加させて頂き本当にありがとうございました。この合宿で分かった，自分の課題

を日々の練習で克服し，大きな大会で良い結果が残せるように頑張りたいです。

大阪桐蔭 西原 聖真

この度は日韓交流大会に参加させていただきありがとうございます。前回の韓国開催では自分の力不足で

思うような結果が出ず負け越してしまいましたが，日本に帰ってからどうすれば韓国の選手に勝てるのかを

考えました。韓国開催では自分のサーブ，３球目の精度が低く相手に攻められるケースが多かったので，今

回は自分から先に攻めるためにストップされにくいサーブを多めに使い，時々わざとストップされやすいサ

ーブを出し，ストップさせたのをチキータで狙い得点を多く重ねました。その結果，今大会は 9 勝 5 敗と勝
ち越すことができました。今大会は様々な方々が大会の運営に協力していただき，本当にありがとうござい

ます。山口県の高校生の皆さんが審判してくださりとても助かりました。自分達が試合をするために様々な

方が協力してくれていることを忘れずに，常に感謝の気持ちを持ち，これからも頑張っていきたいと思いま

す。本当にありがとうございました。

野田学園 松田 歩真

今回，日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させて頂きまして，ありがとうございます。コーチや監督，スタ

ッフの方々の支えがあり充実した合宿を行う事ができ，本当にありがとうございます。普段はなかなかでき

ない韓国選手と対戦して，最初は相手のボールに対応できずラリーになるまでに崩されてしまう事が多くあ

りました。サーブやレシーブでも，先手が取れず相手のミス待ちだけになっていました。相手のドライブに

も対応できず，ノータッチを取られる事がありました。今回，韓国選手に通用しなかった技術をこれから練

習で誰にでも通用するものに変えていきたいです。また，たくさんの試合数をこなして改めて体力面やメン

タル面が非常に大事だと思いました。もっと体力をつけて試合数が多くても最後まで全力で戦えるようにし

ていきたいです。卓球以外でも，韓国選手とコミュニケーションをとる事ができ，とても良い経験になりま

した。今回の合宿を今後に生かして，全国で上を争えるように頑張っていきたいです。

宇部工業 浅田 賢汰

この度は日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させて頂きありがとうございます。日本，韓国のトップレベル

の選手と一緒に卓球ができた事が自分にとって，とても良い経験になりました。初めて海外の選手と試合を

して思ったのは，サービスが上手く，何よりパワーがとてもありました。自分が攻めて押せているのに後ろ

から押し返される場面がとても多くありました。この交流合宿で課題も見つかりました。自分はストップを

多く使っていたのですが，それではあまり展開が良くありませんでした。チキータなどレシーブから攻め自

分の展開にする事がとても大切だと感じました。日本トップレベルの選手とウオーミングアップなどをして，

どれだけ体のケアなどが重要か改めて分かりました。今回，勝利とは遠かったですが，これをバネに県新人

や中国選抜を勝ち抜いて今回参加していた日本選手と全国の舞台で試合をしたいです。
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遊学館 出雲 美空

この度は，日韓ジュニア交流合宿に参加させて頂きありがとうございます。この合宿では２つの事を学ぶ

ことが出来ました。１つ目は，相手に自分の戦術が読まれた時の対処法です。韓国開催では自分のサーブ 3
球目の攻撃で点数を取ることが出来ていましたが，日本開催ではラリーになることが多かったです。そうす

ると韓国人選手の方がラリーが上手なので点数を取られてしまいます。最初はラリーで取ろうと思ってラリ

ーをしていましたがバックで緩急をつけてコースを考えて試合するとラリーになる回数が減りました。２つ

目は，栄養指導です。合宿先などで食べる物を考えないと風邪をひいたり体調不良を起こしたりして自分の

最高のパフォーマンスが出来ないということを学びました。私は海外に試合に行く事が多いのでその事を頭

に置いて６つのお皿を意識しながら日頃から食事をしたいと思いました。今回の合宿で学んだことを生かし

てこれからも頑張っていきたいと思います。ありがとうございました。

横浜隼人 青木 優佳

この度は，日韓ジュニア交流合宿に参加させて頂きありがとうございました。この合宿を通していろんな

事を経験させていただきました。今回の合宿では，卓球面だけではなく栄養士の方にきていただいて栄養指

導をしていただきました。遠征先などでの食事の取り方やバランスの良い食事の仕方を教えていただきまし

た。食事によって自分のパフォーマンスが良くなるか悪くなるかが左右されてしまうのでこれから教えてい

ただいた６つの皿を意識してやっていきたいと思います。卓球面では，韓国開催で慣れられてしまって簡単

に勝てる試合がひとつもなくて全部接戦になっていました。日本開催ではサーブ３球目での得点率が高かっ

たのですが今回はほとんどラリー戦での勝負でした。ラリーでは韓国開催よりも得点出来るようになりまし

たが途中途中自分の凡ミスが多くなってしまったので母体に帰ったら練習して凡ミスを減らしていけるよう

にしたいと思います。６日間ありがとうございました。

五所商業 工藤 夢

日本開催に参加させて頂き，ありがとうございました。韓国開催の時は，自分の卓球を試合で出すことが

出来たのですが，今回は自分の卓球を韓国選手に研究されてしまい，弱点を知られながらの試合という事で，

とても苦しい試合ばかりでした。ただその中で自分なりの工夫をして勝利に繋げることが出来たので良かっ

たです。自分は，試合の中で前半大きなリードを許してしまう部分が多々あり，中盤から巻き返してゲーム

を取ることが多かったのですが，本番の試合では前半の戦い方がとても大事なのに，ゲーム運びがまだまだ

下手だと痛感しました。これからは１本に対する重みというものをもっと真剣に考えたいと思います。そし

て，体をつくるためにはどのような食事をしたら良いのかという栄養指導もして頂きました。どんな食べ物

も大切ですが，偏った食事をしてしまうと体調管理に響くので気をつけたいと思います。交流会に参加して，

たくさんの経験をさせて頂きました。携わってくれた方々，本当にありがとうございました。

正智深谷 桑原 穂実

この度は日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させていただきありがとうございました。今回の合宿でたくさ

んのことを学ばせていただきました。１つ目は韓国の選手の卓球についてです。韓国の選手は速いラリーの

中でも回転量の多いボールを何本も打ってきます。私は回転よりピッチを重視した卓球ですが，それにも対

応されて緩急も付けられて何にもできませんでした。私もピッチだけではなく，韓国の選手のようにピッチ

の速いラリーの中でもしっかり回転をかけて打ち返せるようにします。他にも回転量の多いボールだけでは

なく，チャンスがあるとミート打ちもしてきたので，私も真似したいと思いました。２つ目は食事について

です。６つのお皿のことやそれぞれの効果について学びました。食事も卓球に関係してくるので，しっかり

意識して食事をするようにします。今回の合宿で学んだことを生かして成長できるようにします。この合宿

に参加できたのは多くの人の支えがあったからなので，感謝の気持ちを忘れずに生活していきます。

ありがとうございました。

大成女子 出澤 杏佳

この度は，日本開催に参加させていただきありがとうございました。試合では，韓国開催の時に相手に慣

れられてしまっていたので苦しい展開が多くありましたが，よく考えて対応することができたと思います。

韓国開催の時に見つかった課題を克服して，目標としていた全勝をすることができとても良かったです。し

かし，新たな課題も見つかったので，克服できるようにしっかり練習していきたいと思います。栄養指導で

は，グループワークで韓国と日本の食事の同じところや違うところについて考えました。このようなことを

考える機会はなかったので，とても良い経験になりました。また，今までは試合の時の食事のバランスや補

食について考えていなかったので，これからは意識していこうと思います。この合宿で学んだことをこれか

らに活かせるように頑張っていきたいと思います。
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武蔵野 海保 愛美

この度は，日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させて頂きありがとうございました。今回は卓球面だけでな

く，栄養士に来て頂いて，食事についてたくさんの事を学ばせて頂きました。これからは，良い身体を作っ

ていかなければならない時期になっていくと思うので，今回学ばせて頂いた事を活かして食事の面でも気を

つけていきたいと思います。卓球面では，韓国開催での反省点を活かすことができたと思いますが，今回は

韓国選手に慣れられてしまって韓国開催よりも勝つことができませんでした。今回見つかった課題を克服で

きるように，母体へ帰ってからも頑張りたいと思います。これから全日本選手権などに向けて，今回教えて

頂いた事を忘れずに努力して，全日本選手権などで上位に入れるように頑張るとともに，将来は海外で活躍

できるような選手になれるように頑張りたいと思います。韓国，日本と約二週間，携わって下さった関係者

の皆様，本当にありがとうございました。

育英 田村 美佳

今回は，日韓卓球ジュニア交流合宿に参加させて頂き，とても良い経験になりました。特に，自分の思い

通りにいかなかった時，崩れてしまった時にどうやって立ち直すのか，自分の良いパターンにもっていける

のかという部分です。韓国人選手は，韓国開催の時とは違って，私の苦手なところなどを，徹底的に狙って

きました。そのため，韓国開催の時に勝っていた相手に負けてしまったり，フルセットになったりすること

かありました。崩れた所から切り替えて勝てた試合もあったので，これを全日本や，インターハイなどの大

きな大会までに，高校で練習し，身につけられるようにしたいです。また，韓国人選手や，日本人選手の普

段の練習や，試合を見れたので，良いところは吸収して自身に取り入れられるようにしたいです。そしてこ

のような海外の選手と試合ができるよう，日々練習していきたいと思います。この度は貴重な体験をさせて

頂き，ありがとうございました。

岩国商業 沖胡 ひとみ

この度は，日韓卓球ジュニア交流大会に参加させていただき大変感謝しています。初めて韓国のトップレ

ベルの選手と対戦できたことは，私にとって良い経験を積むことができました。今回の試合を通して，勝ち

切るために必要な 1点の重みを強く感じました。韓国の選手は技術に安定性があり，その安定性を活かして，
リスクを負わずに確実に得点するところや，逆に積極的に攻撃してくるなど，各選手が工夫しながら試合を

しているということを強く感じました。また，ボールの回転量やスピードなど，普段，体感できないボール

に戸惑いましたが，試合が進むにつれて対応できるようになったことは大きな収穫になりました。地元開催

で普段経験することのできない経験をさせていただき，とても感謝しています。この貴重な経験を活かし，

選手としてのレベルアップにつなげていきます。ありがとうございました。

萩光塩学院 徳田 明梨

この度は日韓ジュニア交流大会に参加させて頂き，ありがとうございます。本当に良い経験をさせていた

だくことができました。強い選手の方々に囲まれて試合することも生活することにも慣れていないので，と

ても緊張しました。しかし，積極的にコミュニケーションを取ってくれたり，試合をさせていただく中で少

しずつ雰囲気に慣れていくことができました。外国の選手と試合するのは初めてで，普段受けないサーブを

レシーブするのは難しく，甘くなり打ち抜かれたり，自分がどれだけ打っても何本でも返ってくるので準備

ができていなくてミスすることも多かったです。今後は，レシーブの対応力，ラリー中のコース取りと振り

回されてもついていけるフットワークをもっと練習したいです。今回すごくいい経験をさせて頂いたので，

この合宿の反省を活かしてもっと成長して強い選手になれるように努力したいです。
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